
Ⅰ．実施日程

１級・２級全職種
３級金属熱処理

３級職種
（金属熱処理を除く）

29  6  5 ( )29  6  5 ( )

29  9  10 ( )29  8  13 ( )

29  8 20 ( )

29  8 27 ( )

29  8 30 ( )

29  9  3 ( )

29 9 29 ( )29  8 25 ( )合 格 発 表 日

http://www.pref.nara.jp/3598.htm

これを過ぎても受検票が届かない場合
は郵便事故等による未着が考えられます
ので、必ず当協会へお問い合わせくださ
い。

試
 
験
 
実
 
施

実技試験
実施期間

⁷⁷ ⁷⁷

29  7 16 ( )学科試験日

受   付   期   間
29  4  3 ( )

29  4 14 ( )

実技試験問題公表 29  5 29 ( )

国家試験

PW > ₓ

   技能検定は、働くうえで身につける、または必要とされる技能の習得レベルを評価する国家検定制度です。
現在127職種の試験があり、奈良県ではこの内26職種を前期（6～9月）に実施致します。
   合格された方は、特級、１級及び単一等級の場合は厚生労働大臣から、２級及び３級の場合は県知事から
合格証書及び技能士章が交付され、「技能士」と称することができます。

 受検案内技 能 検 定
技能五輪奈良県大会
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Ⅱ．受検申請方法等

ᵑ

ᵒ

           [申請先]    奈良県職業能力開発協会

       〒630-8213  奈良市登大路町38-1 奈良県中小企業会館２Ｆ 

申請受付時間   午前9時～午後5時

TEL (0742) 24－4127FAX (0742) 23－7690     

ᵓ

ᵔ

ᵕ

ᵖ

ᵗ
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ᵙ │ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ᵚ ─ ╡ ™⌐≈™≡
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29 ⌐⅔↑╢ ⁸JIS ─ ─ ⌐ ≠ↄ ⌐≈™≡│⁸ ≤
⇔≡⁸ 28 10 1 ≢ ↕╣≡™╢ ⌐ ≠ↄ╙─≤⇔╕∆⁹√∞⇔⁸ ↔≤⌐⁸ ─
⌐⅔↑╢ ╩ ⇔⁸ ⌐ ↕╣≡™╢ ─ ⌐ ≠ↄ ╙№╡╕∆⁹

試験会場となる事業所へ（立入許可のため等）個人情報を提供することがあります。
また、当協会が実施する法定講習会等の案内を送付する場合があります。

略字を使わず丁寧かつ正確に記入してください

受検申請書と受検手数料を添えて申請
郵送で申請をする場合は必ず現金書留

受検手数料は返還いたしません

受検申請は原則、受検者ひとりにつき１職種・１作業・１等級にしてください。

職種によっては施設・機械の設備等により、人数を制限する場合もあります。
また、受検者の少ない職種(作業)は、実技試験を行わない場合もあります。
（近隣府県における受検についてのご相談を承ります）

─ ⅜ ↕╣╢ │⁸ ⌐№╠⅛∂╘ ⇔ ≡ↄ∞↕™⁹
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Ⅲ.実施予定職種・実施日・受検手数料等

Ợ

実技 学科
製作等
作業試験

計画立案等
作業試験

判断等試験 学科の例 免許職種

17,900 3,100
H29.8.20

8月5、6日
（予定）
（注6参照）

H29.8.27

H29.8.27

17,900 3,100
H29.8.27

17,900 3,100
H29.9.3

17,900 3,100
H29.8.27

17,900 3,100
H29.8.27 H29.8.27

17,900 3,100
H29.8.27

17,900 3,100
H29.8.27

17,900 3,100
H29.8.27

検定職種 作業名
受検手数料（単位：円）

学科試験
実施日

実技試験実施日

17,900 3,100
H29.8.27

17,900 3,100
H29.9.3

17,900 3,100
H29.9.3

17,900 3,100
H29.8.20 H29.8.20

  厚生労働省では、平成29年度後期から35歳未満の者に係る２級及び３級（随時実施を除く。）
の実技試験について、最大9,000円減額する措置を予算案に盛り込んでいるため、後期試験から
受検手数料が減額される可能性があります。

★ 受検料減免（予定）についてお知らせ ★

H29.8.27

検定職種に対応した(注5参照)

17,900 3,100
H29.9.3

H29.9.3
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17,900 3,100
H29.9.3

17,900 3,100
H29.8.27

17,900 3,100
H29.9.3

17,900 3,100
H29.8.27

17,900 3,100
H29.8.27

17,900 3,100
H29.8.27

◎ － －

17,900 3,100
H29.8.30

17,900 3,100
H29.9.3

実技 学科
製作等
作業試験

計画立案等
作業試験

判断等試験 学科の例 免許職種

17,900
(12,000)

3,100
H29.7.16

17,900
(12,000)

3,100
H29.7.16

8月5、6日
（予定）
（注6参照）

17,900
(12,000)

3,100
H29.7.16

14,900
(10,000)

3,100
H29.7.16

17,900
(12,000)

3,100
H29.7.16

17,900
(12,000)

3,100
H29.7.16

17,900
(12,000)

3,100
H29.7.16

17,900
(12,000)

3,100
H29.7.16

17,900 3,100
H29.8.20

検定職種 作業名

17,900 3,100
H29.8.20

H29.9.3

H29.8.2017,900
(12,000)

3,100
H29.8.20

受検手数料（単位：円）
学科試験
実施日

実技試験実施日 検定職種に対応した(注5参照)

3,10017,900

H29.8.27
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Ⅳ．技能五輪奈良県大会
     

   ┘

製作等
作業試験

計画立案等
作業試験

判断等試験

   
         │ ╟╡ ↕╣√ ⌐╟╡ ⇔╕∆⁹

   
         6 1 1 ⌐ ╕╣√
         ⌂⅔⁸ ┼─ │ 8 1 1 ⌐ ╕╣√ ⁹
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         ⌐↔ ↕™⁹

17,900
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     │⁸ ─ ─ ꜠ⱬꜟ╩ ℮↓≤⌐╟╡⁸ ⌐ ╩ ⅎ
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   ╩ ╢↓≤╩ ⌐ ⇔≡™╕∆⁹ │⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢
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   ≤⇔≡ ⌐ ↕╣╕∆⁹

競技職種に対応する
技能検定作業

参加手数料

（単位：円）

競技日

                     鉄       工   …労働安全衛生法に基づくガス溶接作業主任者免許証又はガス溶接技能講習修了証その他資格を 証する
                                         書面の携帯を要する。アーク溶接等の作業に関し労働安全衛生法に基づく安全又は衛生のための特別の
                                         教育を修了した証明書等の原本若しくは写しの掲示、又は特別の教育と同等の知識及び技能を有している
                                         ことの申告を要する。

工場板金及び建設機械整備…労働安全衛生法に基づくガス溶接作業主任者免許証又はガス溶接技能講習修了証その他資格を証する
                                           書面の携帯を要する。

        6.  こちらの日程は予定であり、変更となる場合があります。

競技職種

(注)  1.  各職種・各作業において定員を設けている場合は、受付の先着順となります。

        2.  金属熱処理職種の定員は3作業全等級合わせて100名です｡（予定）

        3.  建設機械整備職種の定員は1・2級合わせて40名です｡

        5.  検定職種に対応した学科の例とは、各種学校、高等学校、大学などの専攻科目であり、その学科及びこれに
            準ずるものを修めて対応する検定職種を受検する場合、受検資格が短縮されます｡
            免許職種とは、職業訓練指導員免許のことであり、この免許を持っていると対応する検定職種の１級及び２級
            ･３級･単一等級の学科試験が免除されます｡

        4.  次の職種の実技試験を受検する際には、免許証又は修了証の携行を必要とします。
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   │ 29 4 14 ≤⇔╕∆⁹
   ⌂⅔⁸ ⅜ ↕╣╢─│ ⌐ ⇔√ ╛ ╩ ⁸ │ ⇔√ ─╖≢∆⁹

7 2 4 2 0 0β8 3

6 2 4 0 0 0 1

5 2 4 0 0 0 0

4 2 4 0 0 0 0

800 6 2 4 0 0 0β9 1

1600 5 2 4 0 0 0β9 1

3200 4 2 4 0 0 0β9 0

─  β4 700 6 2 4 0 0 0β6 1

2800 5 2 4 0 0 0 1

2800 4 2 4 0 0 0 0

3 1 2 0 0 0 0

0 0 0 0

0※5 0 0 0

－ － － 0

0 0 0 0

β3 │
( ⅜ ⇔√╙─⌐
╢)

β1   ⌐ ∆╢ ⁸ │ ⌐ ╢⁹
β2   ⌐╟╢ ⁸ │ ≤ ≤ ╘╠╣╢ ─ │ ╩ ⇔√ │
      ⌐ ≠ↄ∕╣∙╣─╙─⌐ ∏╢⁹
β3   ⁸ ┘ ─ ╩ ↄ⁹
β4   ─ ╩ ∆╢ 53 40 ─ ⌐⁸ ─ ⌐ ≠ↄ │
      ─ ╩ ⇔√ │⁸∕╣∙╣ ─ ⌐ ≠ↄ ─ │
      ─ ╩ ⇔√╙─≤╖⌂∆⁹╕√⁸ ─ ╩ ∆╢ 67 ─
      ⌐⁸ ─ ⌐ ≠ↄ ─ ╩ ⇔√ │⁸ ─ ╩ ⇔√
      ╙─≤╖⌂⇔⁸ ─ ⌐ ≠ↄ ─ │ ─ ™∏╣╙
      800 ─╙─⌐ ╢⁹ ╩ ⇔√ │∕╣∙╣ ─ ⌐ ≠ↄ │ ─
      ╩ ⇔√╙─≤╖⌂∆⁹
β5   ─ ─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ╦╣╢ ⌐ ⇔√ ≤
      ─ ╩ ∆╢≤ ─ ⅜ ╘╢ ⌐ ⇔≡™╢╙─⌐ ╢⁹
β6   ⅜700 ─╙─╩ ╗⁹
β7   ⌐≈™≡│⁸ ─╒⅛⁸ ⌐ ∆╢ ⌐ ∆╢ ┘ ⌐ ∆╢ ⌐⅔™≡
      ╩ ↑≡™╢ ╙ ≢⅝╢⁹
β8   ⌐ ⇔ ─ ╩ ∆╢ ⌐≈™≡⁸ ╩ ╘╢↓≤≤∆╢⁹
β9   ⅜ ─ ╩ ↑√╙─≢№╢⅛ ⅛⌐ ╦╠∏⁸ ╩ ∆╢⁹

─  β4

│ ─  β4

│ ─ 1

│ ─ 1※5

Ⅴ．受検資格

1

─ 0

─ ⌐ ⌂

     β1
 

 β7

─╖

( )  β2
( ⌐ ╢)

 β2
( ⌐ ╢)

 β2
( ⌐ ╢)

★３級の受検資格として必要な実務経験期間は、従前６ヵ月以上とされておりまし

たが、平成２５年４月から緩和され、６ヵ月に満たない場合も受検可能となりました。
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─ ⌐ ╢

特級 １級 ２級 ３級 単一等級 備考

- -

- - ※1

- - ※1

- - -

- - - ※1

- - - ※1

- - - 学科の全部 -

- - - 実技の全部 - ※1

- - - 学科の全部 - ※1

- - - - 学科の全部

- - - - 実技の全部 ※1

- - - - 学科の全部 ※1

※1：選択科目（作業）のある検定職種の場合には、同一の選択科目に限る。

⌐ ∆╢ ⅛ │ ⌐ ╢

特級 １級 ２級 ３級 単一等級 備考

-

５年

２年 -

- -

４年 -

１年 - -

- - -

- -

- - -

- -

- - -

- - - - 学科の全部

-

-

- 実技の全部 - - 実技の全部

- - - ※

- - - ※

- - - ※

※ 有効期限を過ぎた技能証であっても有効

技能五輪地方大会における技能証 実技の全部

全国障害者技能競技大会
実技部門の技能証 実技の全部

学科部門の技能証 学科の全部

技能五輪全国大会における技能証

普通課程の普通職業訓練
における技能照査合格

技能照査合格後2年(2800h
以上なら1年)の実務経験

学科の全部

学科の全部

短期過程の普通職業訓練
について終了時試験合格
かつ修了

１級技能士コース 学科の全部

２級技能士コース 学科の全部

単一等級技能士コース

中央技能検定委員2年以上 実技の全部 及び 学科の全部

都道府県技能検定委員2年以上 実技の全部

専門課程又は特定専門課
程の高度職業訓練におけ
る技能照査合格

技能照査合格後
実務経験年数

学科の全部

学科の全部

学科の全部

対象者
技能検定試験の免除の範囲

指導員試験合格又は指導員免許取得 学科の全部

応用課程又は特定応用課
程の高度職業訓練におけ
る技能照査合格

技能照査合格後
実務経験年数

学科の全部

学科の全部

学科の全部

３級

技 能 検 定 合 格

実 技 試 験 の み 合 格

学 科 試 験 の み 合 格

単一等級

技 能 検 定 合 格

実 技 試 験 の み 合 格

学 科 試 験 の み 合 格

２級

技 能 検 定 合 格 学科の全部

実 技 試 験 の み 合 格 実技の全部

学 科 試 験 の み 合 格 学科の全部

İ-Ё

─ ≤ ↕╣╢ ─ │ ─ ─≤⅔╡≢∆⁹
│ ─ ╩ ↑╟℮≤↕╣╢ │⁸ ⌐∕─ ╩ ∆╢ ─ ⇔╩

∏ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ⌐ ─ ⅜ ™ │⁸ ─ ™│≢⅝╕∑╪⁹
⌂⅔⁸ ↕╣╢ ⌐⅔™≡ │ ≢∆⁹
╕√⁸ ╣ ⁸ ⌐ ─ ⅜ ⇔≡╙ │ ↑╠╣╕∑╪⁹

対象者
技能検定試験の免除の範囲

１級

技 能 検 定 合 格 学科の全部

実 技 試 験 の み 合 格 実技の全部

学 科 試 験 の み 合 格 学科の全部
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Њ͈

氏名
略字を使わず丁寧かつ正確に楷書で記入してくだ
さい。

技能検定合格状況
該当する場合は必要事項を記入の上、合格証書あるいは合格通知のコピーを添付してください。
県外で合格された場合は、併せて都道府県名も記入してください。

(次のような場合に該当します）
・2級合格後、2年間の実務経験で1級を受検する場合。
・3級合格後、4年間の実務経験で1級を受検する場合。
・実務経験2年を満たしていないが、3級合格後に実務経験なしで2級を受検する場合。
・特級を受検する場合。（特級受検者は１級合格後5年間の実務経験が必要です。)

ה ╩╟ↄ ╪≢⁸▬fi◐╕√│ⱲכꜟⱭfi╩ ⇔≡↔ ↄ∞↕™⁹

ה │∆═≡ ≢⁸ │ ╩ ™≡ↄ∞↕™⁹

ה ⁸ ⌐ ∆╢ ⁸⅔╟┘ ⌐ ╩╙╣⌂ↄ

⌐↔ ↄ∞↕™⁹╕√β ─ │ ⇔⌂™≢ↄ∞↕™⁹

ה │ ⁸ └≤╡⌐≈⅝1 ה ה ─╖≢∆⁹

ה ♥ǲ̮ ǵẀ ǓǉǪǦḹֻǶ ȋǒǲӲ̝ǿ Ǟǭǖǧǜǋ⁹

個人情報の第三者への提供について
技能検定に係る講習会が一部の作業で実施されます。
参加をご希望される場合はチェック（レ点）をして下さい。

自宅住所・ＴＥＬ
番地、○号室、○○様方まで記入してください。
マンション・アパートの場合、その名称、部屋番号
も記入してください。
申請後に住所等の変更があった場合は速やかに
協会へ連絡してください。

写真票（1）

こちらの写真票は『受検申請者全員』が記入
及び写真を貼付してください。
ただし、実技・学科両方が免除の方は写真
は不要です。

試験の免除

該当する場合は必要事項を記入の上、合格証書・通知等のコピーを添付してく
ださい。

写真票（2）

こちらの写真票は『実技を受検する』場合に、
写真票（1）と併せて記入し、写真を貼付してくだ
さい。
学科のみの方及び実技・学科両方が免除の方は不要です。

職歴
職歴は受検資格審査に重要です。
最新のものから順に、在職期間・職務内容も忘れ
ずに記入してください。職務内容欄には具体的な
仕事内容を記入してください。
ただし受検資格の実務経験年数としてみなされる
のは、受検職種に関係する職務内容の期間（合
計）のみです。

学歴
通常は、中学校・高校・大学を最終のものから
記入してください。
編入学、中退、定時制、大学院卒業の場合は
前歴も必ず記入してください。書ききれない場合は
適当な補助紙をつけてください。

在学中の3級受検者は在学証明書あるいは学生
証のコピーを添付してください。

訓練歴
職業能力開発推進法に定める、普通課程・応用課
程等の職業訓練能力開発施設(公共･認定)で受け
た場合に記入してください。
専門学校、職業訓練校を記入の上、修了証書（在
学中の方は在学証明書・学生証等）のコピーを添
付してください。

֞ Ӣѝ
該当する番号に○を付けて下さい。

写真
６ヶ月以内に撮影した正面脱帽半
身像とする。
裏面に級、職種(作業)、氏名を書い
て裏面全体に糊付けしてください。
デジタルカメラを使用する場合は写
真専用紙を使用してください。
実技・学科両方が免除の方は不要
です。


